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議 題  

（１）平成２４年度事業報告 

（２）平成２５年度事業計画 

（３）葛籠城跡地区の公有化事業  
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資料  
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１．あいさつ 

生涯学習課長あいさつ 

教育長あいさつ  

２ 議  題    

（１）平成２４年度事業報告 

（委 員）史跡見学会の近年の参加状況の動向はどうか。  

（事務局）春の見学会（勝尾城のコース）は教育委員会の直営であり、

人員体制から考えて見学者は 100 名程度が限度かと考えている。秋の

見学会（葛籠城コース）は、実行委員会方式で行っているので、見学

人数には余裕がある。近年、見学者数は減少傾向となっている。その

ため、今後はアンケート調査の分析を図りながら、例えばリピーター

の考慮やイベント性の高いものに変えていくことも検討していく。 

 

（２）平成２５年度事業計画 

（委  員）今年度から整備事業が開始されるということであるが、本史

跡の特徴は石垣を多用していることである。現在、基山町の基肄城跡

（特別史跡）において、水門の石垣復元整備事業が行われているので、

その情報を収集した方がよい。 

（事務局）了解。 

（委  員）葛籠城跡地区については、来年度から確認調査が計画される

ため、次回の委員会では現地視察をお願いしたい。 

（事務局）了解。 

（委  員）来年度から発掘調査事業が始まる計画であるが、考古学を専



門とする委員が、現在欠員になっているため、補充が必要ではないか。  

（事務局）検討を行う。 

（委 員）現況調査の主目的は。 

（事務局）来年度から計画する葛籠城跡地区の確認調査地点を選定する

ための現地踏査である。 

 

（３）葛籠城跡地区の公有化事業 

（委 員）葛籠城跡地区のどの地点から公有化を行う予定か。  

（事務局）葛籠城の中心部である主郭から行う。  

（委  員）相続登記されていないケースが多いようであるが、相続者を

把握するには、かなりの業務量になるのではないか。 

（事務局）相続登記されていない物件は、現在追籍を行っているが、史

跡指定時（平成 17 年度）にある程度の相続者は把握しているので、業

務量的には多くないと考えている。  

（委 員）立木補償の方法は、伐採補償か取得補償か。  

（事務局）取得補償で行う。 

（委 員）取得補償の場合は、財産台帳を作成する必要がある。  

（事務局）次回の委員会は、現地視察を行うため、秋の見学会前の 11 月

中旬頃に開催を予定する。 

                 【終了】  


